
活動前の夜空を見上げると、オリオン
座が見え、小学生の子が「オリオン
座のひとつはもう爆発したんだよ」と
教えてくれました。先日小4の子が
5年生の算数の予習がしたいといい、
小5の子が学校で習った算数の勉強を
フルに生かし、教えていました。
高校生は英語や数学のテストの見直しをサポーターと
一緒に行いました。スペルミスや公式の間違いなどが
わかり、1つ１つ丁寧に考え方を見直しました。

◆子ども：3名 活動回数：8回
（仙台港サポーターリーダー）
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仙台市宮城野区榴岡５丁目３－２１コーポ小松101 4月～新1年生になる年長さんは、数字
の正しい書き方を練習。自分の名前を
きれいに書くことができ、どんどん
成長しています。小学生の子は漢字が
バランスよく書けないと悩んでいたの
で、はらいやとめを意識して、熱心に
練習を繰り返しました。
3月で5名のサポーターが就職や大学のキャンパス移動
で南小泉を去るため、お別れ会を行いました。新リー
ダーに代わる南小泉を今後もよろしくお願いします。
◆子ども：13名 活動回数：7回
（南小泉サポーターリーダー）

荒井では、子どもの勉強方法を担当サポ
                 
テストや社会の手作りプリントをつくっ
たり、工夫しながら取り組んでいます。
先日は、地理の語呂合わせによる暗記
方法で盛り上がりました。最近うれしい
ことがあり、三角形の合同条件について、2人の子が
一緒に考え、試行錯誤しながら解いていました。
その光景に感動しました。

◆子ども：10名 活動回数：8回
（荒井サポーターリーダー）

小学生は漢字練習やことわざ、算数
プリントを勉強していました。4月～
中学3年になる子には、受験生の心構
えについて話す機会を設けました。
印象的だったことは、中学生女子から
の手作りバレンタインチョコをもらったことです！
サポーター含め男子はみんな大喜びでした。また昨年
9月ネパールに旅立った学習サポーターさんが帰国し、
先日鶴巻拠点に遊びに来てくれました。久々の再会に
話が弾みました。
◆子ども：12名 活動回数：7回
（鶴巻サポーターリーダー）

小学生は日本地図の白地図から都道府
県を各県庁所在地を埋めていくプリン
トをしました。ほぼ覚えていて、驚き
ました。幼稚園チームは、近頃小学校
の勉強が気になるようで、小学生チー
ムをチラチラ見るようになりました。
卸町は、もうすぐ開始1年を迎えます。子どもたちが
学習会のはじまりに挨拶をする日直号令制や上の学年
の子が下の学年の宿題を見るミニ先生の登場など、
1年前と比べて子どもたちは大きく成長しています。

◆子ども：11名 活動回数：9回
（卸町サポーターリーダー）

近頃は違う中学校の子どもたち同士
仲良く会話する光景が見られます。
中学生は日頃の学習成果を見るため、
学力診断テストを行いました。
半年前のテスト結果より20点以上
点数が上がっている子もいました。すごいです！
また2月、3月生まれのお誕生日会を行いました。
誕生日の子どもは少し照れながら、みんな
から祝福されていました。
◆子ども：30名 活動回数：14回
（アスイク事務局スタッフ）

（毎週月曜日） （毎週木曜日）

（毎週火曜日） （毎週金曜日）

（毎週水曜日） （毎週火～金曜日）

（毎週月曜・水曜日）（毎週水曜日）

扇町では、海外からお客様がいらっ
しゃいました。子どもの中には臆せず
英語で話しかける子も。先日は、理科
実験を行いました！手軽にできるスラ
イム作りで、最初は1人の子どもが作
っていましたが、最終的にはサポーターも子どもも
全員参加で楽しく理科実験をすることができました。
中3生は担当サポーターと信頼関係がしっかり築け
ていて、毎回集中して勉強していました。
◆子ども：8名 活動回数：7回
（扇町サポーターリーダー）

この2ヶ月間は学習会開始時間より
も早く来ている子どもが見られ、
サポーターにも熱が入りました。
入試を終え、一区切りついた中3生。
サポーターの提案で、子どもたちの
自発的、持続的な学びのサポートを目的として
子どもたちの好きなことや思い描いている将来像と
学びを関連づけるという活動を行いました。
高校に入ってからやりたいことなど、目を輝かせて
話してくれたことが印象的でした。
◆子ども:12名 活動回数：32回
（アスイク事務局スタッフ）

この春、大学卒業や就職で、学習サポーターを卒業する皆さんに感謝の気持ちを込めて、
3月3日（日）「アスイク学習サポーター卒業式」を行いました。

卒業するサポーターの中には、団体立ち上げ当初の避難所での活動から参加してくれた方、
拠点リーダーとして学習会を運営してくれた方など、現場対応力に優れた頼もしい方々
ばかりです。各卒業サポーターにはメッセージ入りの手作り卒業証書を
授与。卒業証書には、エールや感謝のメッセージがいっぱい綴られて
いました。
会の中では、これからを担うサポーターが積極的に卒業サポーターに質問
している光景も。終始にぎやかな卒業式となりました。
学習サポートの活動を離れはしますが、これからも団体の良き理解者と
してつながっていけたらと感じております。

卒業するサポーターの皆さん、ありがとうございました！
（和田 寿子）

昨年の８月から半年間アスイク事務局でインターンをさせていただいた佐藤です。主に
学習会運営、大学での学習サポーター募集活動、時には学習サポーターとして学習会に
も参加しました。半年間で仕事に必要なスキルやマナーを学んだだけ
ではなく、子どもたちや学習サポーターとの関わりから学ぶことも
たくさんあったと思います。また、自分で目標を立てて主体的に行動
することによって以前より行動力がつきました。インターンを通して、

成長するきっかけをつかむことができたことに感謝しています。

半年間支えてくださったみなさん、本当にありがとうございました！（佐藤 捺美）

浜松市の研修に講師としてお呼びいただき、250名近くの主任児童委員の皆さまに
向けてお話をさせていただきました。
なぜ、浜松？と思われるかもしれませんが、東海地方は大地震がいつ起きてもおかしく
ないと言われている地域。さらに、浜松市は都市部ということ
もあり、ある面では仙台に近い。そんな背景もあり、講師とし
てお声がけいただきました。
驚いたのは、参加された皆さまの問題意識の高さ。
ある主任児童委員の方は、「東北の震災から120%学ばな
ければならない」と仰っていました。世間では震災の風化
という言葉を耳にすることも増えてきましたが、遠く離れた地域
に生活しながら、東北に関心をよせ続けている方々にお会いでき、私自身も少し前向き
な気持ちになれた気がします。（大橋 雄介）
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南小泉アパート 荒井小学校用地

仙台港背後地 号公園 卸町 丁目公園

鶴巻 丁目東公園 （宮城野区）

泉区放課後個別学習サポート（泉区）
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扇町 丁目公園

感謝の気持ちを込めて「アスイク学習サポーター卒業式」開催

浜松市主任児童委員研修で講演

半年間の事務局インターンシップで学んだこと
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